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▼
年
末
年
始
は
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
、お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
ま
す
。先
日
、人
生
初
の
人

間
ド
ッ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、日
頃
の
飲
み
過
ぎ
が
見
事

に
結
果
に
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。来
年
の
目
標
は
お
酒
の
量

を
減
ら
す
こ
と
。今
年
も
同
じ

よ
う
な
目
標
で
し
た
が
、あ
ら

た
め
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
三
浦
）

▼
禄
寿
会
の
皆
さ
ん
を
取
材
し

た
と
き
、豊
里
二
ツ
屋
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
中
は
、終
始

楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。元
気
な

皆
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
で
、

私
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

健
や
か
で
笑
顔
に
な
る
こ
と
が

多
い
年
に
な
る
よ
う
願
い
な
が

ら
、新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い

ま
す
。（
高
橋
）

▼
今
年
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
い

き
、最
後
の
月
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
一
年
の
早
さ
に
驚
い
て
い
ま

す
が
、今
年
は
い
つ
も
以
上
に

早
く
感
じ
ま
し
た
。2
0
1
9

年
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
大

切
に
広
報
紙
作
り
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
小
野
寺
）

　「無病息災の願いと思いを込め、一つ一つ手間を
掛けて丁寧に作っています」と話す一同。
　豊里町の二ツ屋老人クラブ「禄寿会」（栗村太

ふとし

会
長）は毎年12月、豊里二ツ屋地域活性化センター
に集まり、しめ縄作りに精を出している。しめ縄作
りを始めたのは、昭和47年に日本文化の伝承と地
域活性化のためにと、旧二ツ屋小学校の校長先生
から提案されたのがきっかけ。提案に賛同した当
時の会員が一から勉強し、毎年の恒例行事とした。
　現在は、玄関飾りや門飾りなど、５種類約500
本を作っている。材料は、地元の農家が作付けし、
昔ながらの棒掛けで自然乾燥させた「みやこがね」
のわらを使用。色や艶の良いものだけを厳選して
いる。その質の良さと丁寧な作りが評価され、毎年

迫町の羽黒神社と津山町の柳津虚空蔵尊から依頼
があり、奉納している。質の良いわらが少なく、作
るのを断念しそうになった年もあったが「先輩た
ちが築き上げてきた伝統を絶やしたくない」と、み
んなでわらを探し回り継続してきた。
　禄寿会は「小学生にも、日本古来の縄ない技術を
体験してもらいたい」と、学校支援ボランティアと
して豊里小・中学校３年生の縄ない体験に協力し、
作ることの楽しさを伝えている。
　「時代の流れとともに正月飾りをする家が減っ
てきているのは寂しいが、必要とされる限り日本
文化と先輩たちから受け継いだ伝統を伝承してい
きたい」―。願いと思いが込められたしめ縄が、一
年間の幸せを呼び込んでくれる。

願い願いとと思い思いをしめ縄に込めてをしめ縄に込めて

「「      禄禄
ろ くろ く

寿寿
じ ゅじ ゅ

会会
か いか い

      」」


